
Ⅰ 

 １：⑦  ２：②  ３：②  ４：⑥  ５：③ 

Ⅱ 

 ６：③  ７：②  ８：②  ９：①  10：③ 

Ⅲ 

 11：②  12：⑤  13：①  14：④  15：⑤ 

Ⅳ 

 16：⑥  17：②  18：⑤  19：④  20：③ 

Ⅴ 

 21：④  22：①  23：②  24：②  25：⑤ 

 

～講評～ 

Ⅰ 斜面での斜方投射の問題。等加速度運動の公式を利用するこの手の問題は、計算の煩雑さ、特に今回は２つの

角度を間違えないところがポイントとなる。8 割が目標。 

Ⅱ 熱サイクルの問題。日頃から熱サイクルの演習をしていれば解ける極めて標準的な問題。これを可能な限り早

く処理し、他の問題に時間を残せるようにしたい。完答が目標。 

Ⅲ マイケルソン干渉計の問題。マイケルソンの干渉計自体はよく見られるが、後半の現象がなかなか想像しにく

い受験生も多かったかもしれない。6 割が目標。 

Ⅳ 点電荷の基本問題。ここは計算ミスに注意して完答したい。完答が目標。 

Ⅴ 光電効果の問題。光電効果の基本事項をきちんと学習していれば、問題なく解けるだろう。8 割が目標。 

 

問題数が多く、時間に急かされるが、ボーダーとして 8 割 5 分程度の得点率はほしいところ。 


